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本
日
の
総
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、〝
三
密
〞
な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
策
〝
新
し
い
生
活
様
式
〞
の
実
践

に
よ
り
、
各
地
域
班
長
だ
け
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
総
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、「
委

任
状
」
及
び
、「
議
決
権
行
使
書
」
併
用
の
事
前
提
出
方
式
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
、
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
昨
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
事
業
・
決
算
報
告
議
案
と
今
年
度
の

事
業
・
予
算
計
画
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
議
事
進
行
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
16
年
度
か
ら
目
標
管
理
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
「
中

期
５
か
年
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
４
年
経
過
の
昨
年
度
末
実
積

で
は
、
３
つ
の
管
理
項
目
の
内 

①
会
員
増
加
、 

②
契
契
約
高
拡
大
、
は
順

調
に
成
長
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、 

③
事
故
撲
滅
に
つ
い
て
は
未
達
成
の
現
況

で
す
。

　こ
こ
で
、当
セ
ン
タ
ー
の
非
常
に
自
慢
で
き
る
こ
と
と
し
て
「
会
員
増
加
」

が
あ
り
ま
す
。
県
シ
連
の
昨
年
度
の
実
績
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
県
下
で
会

員
の
増
え
て
い
る
セ
ン
タ
ー
は
全
体
の
約
1
／
3
の
み
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は

県
下
全
セ
ン
タ
ー
42
中
、
７
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
〝
市
民
に
愛
さ
れ
・
信
頼
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
〞
に
向
け
た
活
動
成
果
と
考
え
ま
す
。
我
々
の
活
動
が
市
民
生
活

に
と
っ
て
密
接
と
な
り
、
日
常
生
活
の
中
に
定
着
・
浸
透
し
て
き
た
こ
と
で
、

市
民
が
当
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
課
題
と
し
て
、 

①
安
全
強
化
、 

②
行
政
比
率
の
向
上
、 

③
コ
ス
ト

低
減
啓
発
活
動
で
す
。

最
後
に
、「
中
期
５
か
年
計
画
」
の
完
遂
に
向
け
て
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
に
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
総
会

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尚
、総
会
後
、理
事
長
に
再
任
さ
れ
、私
に
と
っ
て
三
期
５
年
目
が
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
が
、
更
な
る
躍
進
に
向
け
て
、
下
記
、
新
任
理
事
及
び
、
会

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
一
層
の
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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６月２５日開催

予定した議案はすべて承認可決され コロナ渦の中、開催された総会
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ちくちく手芸クラブのメンバーで、須恵町シル
バー人材センターへ視察研修に行ってきまし
た。同センターは女性会員を中心に様々な小物
づくりに取り組んでおり、参加した会員から「大
いに参考になった」との声が聞かれました。

　　　「菊芋」「つくね芋」「黒ニンニク」
　シルバー農園では、昨今の健康食品ブーム
で注目されている3品目を準備中です。

連載「随想（第三回）」

行橋市シルバー人材センター　理事長　三 木  義 男

故、榎 克二郎氏を偲んで！

榎  克二郎さんは、 令和2年1月20日に病気で急逝されました。 享年94歳でした。 故人は、 行橋市シルバー
人材センターの設立以来、会員として理事・監事を永く歴任され、 当センターの発展に多大な貢献された方で
す。私との出会いは、 ４年前、 理事長に就任した時になります。 それ以来、 20歳年上の大先輩を人生目標として
尊敬して参りました。
今でも寂しく、 時折、 当時を思い出しております。 そこで、感謝の意を込めて、 この紙面にて故人との思い出を
綴ってみることにしました。

まず、 故人との短い会話の中、 今でも脳裏に強く残っているお言葉を思い出してみます。
①「市長が出席されて良かったね」 ➡ 総会を終えての言葉です。 それまでの行政代表者の挨拶は担当部課
　　長であったらしく、 故人にも喜んでいただいた次第です。　　

②「やっと参加者が70人を超えたね」 ➡ 全会員集合の行事が、 総会など年３回ありますが、 中々、 参加者
　　が増えず、 それを個人はいつも心配してくれていました。

③「これが出来たので持ってきた」 ➡ シルバー農園で堆肥作り、 植え付け～収穫までご努力をされました。
　　時折、 収穫物を我が家に持ってきた時の笑顔が忘れられません。

④「理事長が来て、 シルバーが大分変わってきたね」 ➡ いつも当センターのことを気にかけくれた。 故に、 組
　　織活性化の多様な政策を行う度に、 気遣って励ましてくれた。

⑤「心配ないよ。 良くなったら働くよ」 ➡ 亡くなる前に大原病院に入院した際、 見舞いに行った時の言葉で
　　す。 この後は、 携帯電話での連絡だけで最後のお顔拝見となった。

次に、 お別れとなった葬儀を思い返して、 新たに記憶に留めることにいたします。
葬儀では、 故人と最後のお話しをしたく、 また、 感謝の気持ちを伝えたくて、 

ご遺族の方へ「弔辞」の申し出をしました。 弔辞では、 遺影に向かって想い出と当
センターへの献身的活動に対する御礼を衷心より述べさせて頂きました。出棺の
際には、当センター設立20周年記念式典で表彰される故人の写真が掲載された
会報誌「シルバー美夜古」56号を棺に入れさせていただきました。 我々仲間を天
国でゆっくりと思い出し、 且つ、 今後のシルバー人材センターの発展をお祈りし
ていただくためです。 “榎さん、 安らかに、 有難う！ 左：故 榎さん　　右：筆

シ
ル
バ
ー
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

行橋市シルバー人材センター　理事長　三 木  義 男

7月3日（金）中央公民館で、安全キックオフ大会が開催されました

いつも笑顔でおひとよし!生涯現役で自
分の人生を豊かにしたい！が私の目標です。
2019年に入会し、 現在は工場内の清
掃と食堂の配膳のお手伝いを二人交代で
やっています。 朝９時から午後２時までの
４時間の仕事です。 主にトイレ掃除、 タオ
ル交換、 事務所のゴミの収集、 また食堂
で社員さんのお弁当の配膳と後片付けを
しています。
仕事を終え、 帰

る際に「お先に失礼
します」と言うと、
「お疲れ様でした」
と担当の方の声が
返ってきます。 私
のような高齢者で
も気持ちよく働け
る職場です。
すべてに感謝 !

昨年の春、 理事長の声掛けがきっかけ
でシルバーにお世話になることにより、 
現在は児童クラブ指導者の補助員として
活動させていただいています。 定年退職
後の持て余しぎみな余暇時間の有効活
用・多少の地域貢献・頂いた手当で孫へ
のお菓子購入等有意義な生活を頂き、 本
当に理事長には感謝しています。

児童クラブは週に１～３日（１回３時間程度）で、 小学校１～５年く
らいの子供を対象に安全見守りを中心に働かせていただいていま
す。事務局の紹介を頂き、 子供好きが幸いして楽しい日々を過ごさ
せていただいており、 子供たちからは “先生” と呼ばれ、 気恥ずか
しい思いは今でも変わりません。
行橋市の将来を担う子供たちを見守れる地域貢献が、 私の喜び
の一つです。

延永校区　上  村　　豊

今川・稗田校区　古  相　水  子
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出席した会員は、改めて安全就業の徹底と事故の撲滅を誓いました。 就業状況をチェックし、必要に応じて改善指導

例
年
、
年
度
初
め
の
４
月
開
催
「
年
次
安
全
決
起
大
会
」

が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
り
、〝
安
全
第
一
〞
と
謳
い
な
が
ら
、

こ
の
大
会
が
今
年
度
最
初
の
安
全
啓
発
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
上
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
“
新
し
い
生
活
様
式
”

に
よ
り
、
従
来
の
全
会
員
参
加
の
開
催
と
は
な
ら
ず
安
全
委

員
、
各
班
の
班
長
に
よ
る
ミ
ニ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
昨
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は
総
件
数
７
件
（
内
訳
：

傷
害
2
件
、
賠
償
5
件
）
で
し
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
安
全

委
員
会
に
お
い
て
今
年
度
の
重
点
活
動
項
目
は
、 

①「
傷
害
事

故
」
の
撲
滅
、 

②「
賠
償
事
故
」
で
多
い
〝
飛
び
石
事
故
〞
の

撲
滅
、 

③「
作
業
中
」
幟
旗
の
目
立
つ
場
所
へ
の
設
置
励
行
と

決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
２
年
度
の
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び

　
無
事
故
か
ら
」
で
す
。

安
全
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
一
人
が
、
ど
の
程
度
〝
個

人
事
業
主
〝
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
決
り
ま

す
。
今
一
度
、
安
全
に
関
し
て
、
自
ら
の
気
持
ち
引
き
締
め

て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、7
月
1
日
放
映
の
N
H
K
番
組
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
＋（
プ
ラ
ス
）」
で
、
高
齢
者
就
労
の
安
全
問
題
の
実

例
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
下
記
、
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

・
'17
〜
'19
年
度
累
計
で
の
死
亡
事
故
63
件

・
事
故
内
訳
：
剪
定
の
転
落
27
件
、
除
草
の
転
落
9
件
、

　
　
　
　
　
　
　熱
中
症
3
件
、そ
の
他
（
石
段
か
ら
の
転
落
、

　
　
　
　
　
　
　自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
、
階
段
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　転
倒
、
梯
子
か
ら
転
落
な
ど
）

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
、
既
に
傷
害
事
故
が
2
件
発

生
し
、
昨
年
度
の
年
間
件
数
が
今
日
ま
で
に
既
に
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
傷
害
事
故
は
、
撲
滅
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
N
H
K
番
組
の
死
亡
事
故
例
を
反
面
教
師
と
し
て
、
我
が

身
の
問
題
と
し
て
各
人
が
真
剣
に
考
え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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４時間の仕事です。 主にトイレ掃除、 タオ
ル交換、 事務所のゴミの収集、 また食堂
で社員さんのお弁当の配膳と後片付けを
しています。
仕事を終え、 帰

る際に「お先に失礼
します」と言うと、
「お疲れ様でした」
と担当の方の声が
返ってきます。 私
のような高齢者で
も気持ちよく働け
る職場です。
すべてに感謝 !

昨年の春、 理事長の声掛けがきっかけ
でシルバーにお世話になることにより、 
現在は児童クラブ指導者の補助員として
活動させていただいています。 定年退職
後の持て余しぎみな余暇時間の有効活
用・多少の地域貢献・頂いた手当で孫へ
のお菓子購入等有意義な生活を頂き、 本
当に理事長には感謝しています。

児童クラブは週に１～３日（１回３時間程度）で、 小学校１～５年く
らいの子供を対象に安全見守りを中心に働かせていただいていま
す。事務局の紹介を頂き、 子供好きが幸いして楽しい日々を過ごさ
せていただいており、 子供たちからは “先生” と呼ばれ、 気恥ずか
しい思いは今でも変わりません。
行橋市の将来を担う子供たちを見守れる地域貢献が、 私の喜び
の一つです。

延永校区　上  村　　豊

今川・稗田校区　古  相　水  子

公
益
社
団
法
人

　行橋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

理 

事 

長

　三 

木

　義 

男

パトロール

出席した会員は、改めて安全就業の徹底と事故の撲滅を誓いました。 就業状況をチェックし、必要に応じて改善指導

例
年
、
年
度
初
め
の
４
月
開
催
「
年
次
安
全
決
起
大
会
」

が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
り
、〝
安
全
第
一
〞
と
謳
い
な
が
ら
、

こ
の
大
会
が
今
年
度
最
初
の
安
全
啓
発
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
上
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
“
新
し
い
生
活
様
式
”

に
よ
り
、
従
来
の
全
会
員
参
加
の
開
催
と
は
な
ら
ず
安
全
委

員
、
各
班
の
班
長
に
よ
る
ミ
ニ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
昨
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は
総
件
数
７
件
（
内
訳
：

傷
害
2
件
、
賠
償
5
件
）
で
し
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
安
全

委
員
会
に
お
い
て
今
年
度
の
重
点
活
動
項
目
は
、 

①「
傷
害
事

故
」
の
撲
滅
、 

②「
賠
償
事
故
」
で
多
い
〝
飛
び
石
事
故
〞
の

撲
滅
、 

③「
作
業
中
」
幟
旗
の
目
立
つ
場
所
へ
の
設
置
励
行
と

決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
２
年
度
の
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び

　
無
事
故
か
ら
」
で
す
。

安
全
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
一
人
が
、
ど
の
程
度
〝
個

人
事
業
主
〝
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
決
り
ま

す
。
今
一
度
、
安
全
に
関
し
て
、
自
ら
の
気
持
ち
引
き
締
め

て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、7
月
1
日
放
映
の
N
H
K
番
組
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
＋（
プ
ラ
ス
）」
で
、
高
齢
者
就
労
の
安
全
問
題
の
実

例
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
下
記
、
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

・
'17
〜
'19
年
度
累
計
で
の
死
亡
事
故
63
件

・
事
故
内
訳
：
剪
定
の
転
落
27
件
、
除
草
の
転
落
9
件
、

　
　
　
　
　
　
　熱
中
症
3
件
、そ
の
他
（
石
段
か
ら
の
転
落
、

　
　
　
　
　
　
　自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
、
階
段
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　転
倒
、
梯
子
か
ら
転
落
な
ど
）

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
、
既
に
傷
害
事
故
が
2
件
発

生
し
、
昨
年
度
の
年
間
件
数
が
今
日
ま
で
に
既
に
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
傷
害
事
故
は
、
撲
滅
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
N
H
K
番
組
の
死
亡
事
故
例
を
反
面
教
師
と
し
て
、
我
が

身
の
問
題
と
し
て
各
人
が
真
剣
に
考
え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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事務所内に現在募集している仕事の職種等を今後
掲示していく予定です。なかなか自分にあった仕事
が見つからない方はぜひ覗いてみてください。

ちくちく手芸クラブ

事 務 局 からの お 知 ら せ

「仕事募集掲示板」の新設（予定）

講習会開催のお知らせ
内容：放課後児童クラブ補助員養成
期間：9月2日～9月3日
場所：中央公民館
対象：シルバー入会希望者

※会員の受講希望
　の方は、ご相談
　ください。

新しい仲間が加わりました！
新入会員紹介（令和２年４月～7月）

～みなさんよろしくお願いします!～

●下之薗早苗（仲津）　  ●加藤　憲二（泉）
●野村　陽子（延永）　  ●唐崎　則子（今元）
●松岡　幸二（今川）　  ●奥田　博幸（泉）
●谷口　弥生（仲津）　  ●今井　淑恵（稗田）
●寺崎　和興（今元）　  ●松本　安子（行橋）
●中薗　利満（行橋）　  ●本間　啓子（行橋北）
●濱田　勇治（蓑島）

古着を利用して、おしゃべりしな
がら創意工夫していろんなものを
作っています。今月は布草履・エ
コバックを作っています!
興味がある方は、ぜひ見学にお越
しください !

カラオケ同好会
やまびこ

登山同好会
会員募集中！

日時　毎週木曜　13：30～15：30
場所　センター会議室

日時

場所

毎月第３土曜
  　 13：00～
サンワーク
　　 ゆくはし

登山に興味のある方、
健康作りを行いたい方、
一緒に山登りを楽しみ
ませんか？

ここが “楽しい”

シルバー
  魅力の

サーク
ル活動紹介

みんなで
楽しく歌っています!

新型コロナウイル
スの影響でマスク
が不足している中、
会員手作りのマス
クが大変喜ばれま
した。

我
が
家
の

自
慢
コ
ー
ナ
ー

※

自
慢
の
家
族

　やペ
ッ
ト
の

　写真
募
集山道 洋子

（行橋北） 太良君（４ヶ月）
たい　ら 野村 陽子

（延永） 玲愛ちゃん（9ヶ月）
れ　な 田川 伸貴

（稗田） 紗良ちゃん（2才）
さ　 ら


